
第七号様式

（単位：円）

資産の部

科　　　　　　　　　　　目 本　年　度　末 前　年　度　末 増　　　　減
( 539,282,911)( 457,095,471)( 82,187,440)固定資産

( 535,479,711)( 453,292,271)( 82,187,440)有形固定資産

245,903,500 245,903,500 0土地

384,565,675 292,799,275 91,766,400建物

86,304,350 84,924,350 1,380,000構築物

63,517,933 55,818,700 7,699,233教育研究用機器備品

25,180,640 25,180,640 0管理用機器備品

814,906 814,906 0図書

△ 270,807,293 △ 252,149,100 △ 18,658,193減価償却累計額

( 0)( 0)( 0)特定資産

( 3,803,200)( 3,803,200)( 0)その他の固定資産

883,200 883,200 0電話加入権

1,410,000 1,410,000 0敷金

10,000 10,000 0出資金

1,500,000 1,500,000 0基本財産拠出金

( 790,069,277)( 792,099,187)(△ 2,029,910)流動資産

108,047,839 92,402,192 15,645,647現金預金

130,791,017 148,122,917 △ 17,331,900未収入金

114,539,226 114,862,482 △ 323,256仮払金

0 20,401 △ 20,401立替金

436,691,195 436,691,195 0未収入金（損害賠償請求権

1,329,352,188 1,249,194,658 80,157,530資産の部合計

負債の部

科　　　　　　　　　　　目 本　年　度　末 前　年　度　末 増　　　　減
( 101,027,728)( 102,055,456)(△ 1,027,728)固定負債

100,000,000 100,000,000 0長期借入金

1,027,728 2,055,456 △ 1,027,728長期リース債務

( 290,231,811)( 310,138,249)(△ 19,906,438)流動負債

16,793,157 15,215,362 1,577,795未払金

271,811,383 293,373,300 △ 21,561,917前受金

1,627,271 1,549,587 77,684預り金

391,259,539 412,193,705 △ 20,934,166負債の部合計

純資産の部

科　　　　　　　　　　　目 本　年　度　末 前　年　度　末 増　　　　減
( 828,087,020)( 727,241,387)( 100,845,633)基本金

804,087,020 703,241,387 100,845,633第１号基本金

24,000,000 24,000,000 0第４号基本金

110,005,629 109,759,566 246,063繰越収支差額

110,005,629 109,759,566 246,063翌年度繰越収支差額

938,092,649 837,000,953 101,091,696純資産の部合計

負債及び純資産の部合計 1,329,352,188 1,249,194,658 80,157,530

法　人　名：学校法人エイジェック学園

貸　借　対　照　表
令和  5年  3月 31日 



第一号様式

（単位：円）

令和  5年  3月 31日 まで

収　入　の　部

科　　　　　　　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

( 262,000,000)( 298,380,340)(△ 36,380,340)学生生徒等納付金収入

230,000,000 225,557,840 4,442,160授業料収入

4,000,000 18,530,000 △ 14,530,000入学金収入

28,000,000 54,292,500 △ 26,292,500施設設備資金収入

( 3,280,000)( 3,862,300)(△ 582,300)手数料収入

3,000,000 0 3,000,000入学検定料収入

180,000 3,862,300 △ 3,682,300試験料収入

100,000 0 100,000証明手数料収入

( 0)( 90,000,000)(△ 90,000,000)寄付金収入

0 90,000,000 △ 90,000,000特別寄付金収入

( 8,000,000)( 12,845,100)(△ 4,845,100)補助金収入

8,000,000 12,745,100 △ 4,745,100都補助金収入

0 100,000 △ 100,000地方公共団体補助金収入

( 0)( 17,850)(△ 17,850)資産売却収入

0 17,850 △ 17,850車両売却収入

( 19,950,000)( 2,765,542)( 17,184,458)付随事業・収益事業収入

19,950,000 2,765,542 17,184,458補助活動収入

( 0)( 1,697,325)(△ 1,697,325)受取利息・配当金収入

0 1,697,325 △ 1,697,325その他の受取利息・配当金収入

( 500,000)( 4,912,519)(△ 4,412,519)雑収入

500,000 4,912,519 △ 4,412,519その他の雑収入

( 0)( 30,000,000)(△ 30,000,000)借入金等収入

0 30,000,000 △ 30,000,000長期借入金収入

( 147,100,000)( 266,976,383)(△ 119,876,383)前受金収入

112,700,000 224,200,000 △ 111,500,000授業料前受金収入

2,800,000 1,800,000 1,000,000入学金前受金収入

26,800,000 40,470,000 △ 13,670,000施設設備資金前受金収入

4,800,000 506,383 4,293,617その他前受金収入

( 63,700,000)( 147,925,395)(△ 84,225,395)その他の収入

10,000,000 68,286,900 △ 58,286,900前期末未収入金収入

52,300,000 51,926,181 373,819預り金受入収入

300,000 1,133,192 △ 833,192仮払金回収収入

500,000 145,053 354,947立替金回収収入

600,000 26,434,069 △ 25,834,069仮受金受入収入

(△ 157,100,000)(△ 341,993,300)( 184,893,300)資金収入調整勘定

△ 10,000,000 △ 53,455,000 43,455,000期末未収入金

△ 147,100,000 △ 288,538,300 141,438,300前期末前受金

125,533,719 92,402,192前年度繰越支払資金

472,963,719 609,791,646 △ 136,827,927収入の部合計

法　人　名：学校法人エイジェック学園

資　金　収　支　計　算　書
令和  4年  4月  1日 から



第一号様式

（単位：円）

令和  5年  3月 31日 まで

支　出　の　部

科　　　　　　　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

( 154,000,000)( 174,887,418)(△ 20,887,418)人件費支出

120,000,000 152,607,437 △ 32,607,437教員人件費支出

30,000,000 13,792,293 16,207,707職員人件費支出

4,000,000 8,487,688 △ 4,487,688退職金支出

( 70,451,000)( 63,838,503)( 6,612,497)教育研究経費支出

4,200,000 1,432,096 2,767,904消耗品費支出

3,000,000 3,712,544 △ 712,544光熱水費支出

600,000 4,113,868 △ 3,513,868旅費交通費支出

46,150,000 49,386,900 △ 3,236,900奨学費支出

0 9,506 △ 9,506車両燃料費支出

500,000 924,640 △ 424,640福利費支出

700,000 528,905 171,095通信運搬費支出

0 1,628,720 △ 1,628,720修繕費支出

200,000 211,620 △ 11,620損害保険料支出

1,700,000 1,478,268 221,732賃借料支出

0 365,000 △ 365,000公租公課支出

500,000 0 500,000諸会費支出

1,000 3,426 △ 2,426報酬委託手数料支出

200,000 43,010 156,990行事費支出

12,700,000 0 12,700,000減価償却額

( 63,090,000)( 52,227,478)( 10,862,522)管理経費支出

1,300,000 3,081,655 △ 1,781,655消耗品費支出

700,000 760,396 △ 60,396光熱水費支出

200,000 533,517 △ 333,517旅費交通費支出

0 46,000 △ 46,000研修費支出

200,000 12,172 187,828福利費支出

2,400,000 1,358,044 1,041,956通信運搬費支出

3,900,000 698,500 3,201,500印刷製本費支出

100,000 0 100,000出版物費支出

19,600,000 3,261,115 16,338,885ビル管理費支出

600,000 79,200 520,800修繕費支出

400,000 130,830 269,170損害保険料支出

4,900,000 4,846,396 53,604賃借料支出

200,000 0 200,000公租公課支出

500,000 1,472,020 △ 972,020諸会費支出

300,000 0 300,000会議費支出

9,700,000 23,503,337 △ 13,803,337報酬委託手数料支出

5,500,000 0 5,500,000補助活動費支出

6,390,000 11,030,313 △ 4,640,313広報費支出

700,000 60,000 640,000渉外費支出

1,300,000 0 1,300,000雑費支出

4,200,000 0 4,200,000減価償却額

0 1,353,983 △ 1,353,983

( 1,330,000)( 1,269,414)( 60,586)借入金等利息支出

1,330,000 1,269,414 60,586借入金利息支出

( 0)( 30,000,000)(△ 30,000,000)借入金等返済支出

0 30,000,000 △ 30,000,000長期借入金返済支出

( 0)( 93,146,400)(△ 93,146,400)施設関係支出

0 91,766,400 △ 91,766,400建物支出

0 1,380,000 △ 1,380,000構築物支出

法　人　名：学校法人エイジェック学園

資　金　収　支　計　算　書
令和  4年  4月  1日 から



第一号様式

（単位：円）

令和  5年  3月 31日 まで

支　出　の　部

科　　　　　　　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

( 0)( 7,699,233)(△ 7,699,233)設備関係支出

0 5,021,833 △ 5,021,833教育研究用機器備品支出

0 2,677,400 △ 2,677,400管理用機器備品支出

( 0)( 0)( 0)資産運用支出

( 77,200,000)( 216,554,067)(△ 139,354,067)その他の支出

25,100,000 136,325,911 △ 111,225,911前期末未払金支払支出

49,800,000 51,848,497 △ 2,048,497預り金支払支出

300,000 2,841,434 △ 2,541,434仮払金支払支出

300,000 576,428 △ 276,428立替金支払支出

600,000 23,934,069 △ 23,334,069仮受金支払支出

1,100,000 1,027,728 72,272前期末長期リース債務支出

(△ 25,100,000)(△ 137,878,706)( 112,778,706)資金支出調整勘定

△ 25,100,000 △ 137,878,706 112,778,706期末未払金

131,992,719 108,047,839 23,944,880翌年度繰越支払資金

472,963,719 609,791,646 △ 136,827,927支出の部合計

法　人　名：学校法人エイジェック学園

資　金　収　支　計　算　書
令和  4年  4月  1日 から











2022 年度 事業報告書 

 

1．法人の概要（事務） 

   開学理念 

 学校教育法に基づき、柔道整復師、はり師・きゅう師を志す者に対し、専門教育を施すとともに医療従

事者にふさわしい人格形成に重きを置き、優秀な柔道整復師、はり師・きゅう師の育成に寄与する。 

 

   設置する学校   学校法人エイジェック学園 スポーツ健康医療専門学校 

   所在地      東京都墨田区両国 4-27-4 

   課程名      柔道整復師専門課程 

            はり師・きゅう師専門課程 

   学科名      柔整科 午前部・午後部 

            鍼灸科 午前部・午後部 

   定 員      柔整科 午前部 60 名 午後部 60 名 

            鍼灸科 午前部 30 名 午後部 30 名 

   教職員数     教員数 18 名  職員数 5 名 

 

２．教育活動内容（教務）  

  【柔整科】 臨床実習については、1 年次は柔道・陸上・バスケでスポーツトレーナー実習を行った。 

   2 年次では整形外科クリニッ ク、接骨院で実施し、3 年次は外部実習と付属整骨院での実習を行った  

   が接骨院では患者が来院していない状況のため改善を要する結果となった。専任教員については、教 

員研修会に参加し、スキル向上や学生へフードバックすることに努めた。コロナ禍ではあったが、対 

面授業を実施でき、各種試験も、通常通り実施した。学内の模擬試験を 3 年次に 6 回実施した。また、 

例年必修問題で不合格者が出てしまうため、対策として必修対策試験を 2 回実施した。補習授業につ 

いては、5 月より放課後の平日補習(月～金)を実施し、8 月には夏期講習を実施、11 月より土曜補習 

を実施した。12 月からは、8 時から朝の勉強会も実施した。 

 

【鍼灸科】 臨床実習については、昨年同様、１年次のスポーツトレーナー実習は、高校のスポーツ 

  大会の実施の関係上、人数制限があり、厚生労働省の指導のもと、一部学内実習に切り替えて実施し 

た。また、2 年次の外部臨床施設での臨床実習も、映像とカンファレンス、レポートによる疑似実習 

とした。コロナ禍ではあったが、対面授業を実施でき、各種試験も、通常通り実施した。出席状況、 

課題提出状況も含めて、総合的に、優・良・可・不可の４段階で評価できた。年４回国家試験対策用 

に模擬試験を行った。全試験の成績の推移を含めた個票を作成し、合格に向けた学習に利用した。ま 

た、2022 年度は外部模試として、任意 3 回、必須 1 回を追加し、実力を把握する機会を増やした。 

国家試験会場で実施する外部模試を選び、本番の雰囲気に慣れることも重要と考えて試験日程を作成、 

実施した。補習授業についても、例年と比較すれば、限られた時間ではあったが、土曜日のテュータ 

ー補習、平日の専任教員による補習を６月より実施できた。 

 



  各種セミナー  

   ・美容鍼セミナー                         HARICCHI 

・ストレッチセミナー                       サンキューグループ 

   ・租税教室                            本所税務署主催 

   ・救急法講習                           日赤 

   ・木場式体幹セミナー                       木場克己先生 

   ・身体の診たてと手技療法             GBS メディカル 

 

 ３．柔道部活動実績（林） 

    毎週月曜の学内稽古並びに対外試合出場を 3 年ぶり再開し、柔整学校協会大会及び東京都柔道連盟 

関係試合 5 試合に本校部員が出場した。 

 

 ４．陸上部活動実績（林） 

    3 年ぶりに通年に亘り毎週金曜に夢の島陸上競技場で練習会を行い、11 月には東京ｽﾎﾟｰﾂ祭典陸上 

大会に本校部員が出場するなどの活動を行った。 

 

 ５．就職支援 （広報） 

     就職ガイダンスを年に 4 回実施した。ガイダンス前にセミナーを実施し求人票の見方、履歴書の

書き方、面接での質問内容等を事前に実施した。参加企業には病院・治療院・トレーナー・福祉

施設等、幅広く参加頂き学生の進路選択によるミスマッチの軽減をはかった。 

 

 ６．国家試験合格率 （教務） 

              合格率 

     柔道整復師    70.4％ 

     はり師      90.9％ 

     きゅう師     90.9％ 

 

 ７．学生募集活動 （広報） 

     広報活動の場として貴重な機会である各高校での進路ガイダンスや千葉県・東京都の高校柔道、

高校陸上の大会にトレーナーステーションを出店し学校認知度の向上をはかった。 

 

 ８．学生支援 (教務・事務) 

     通常の学生面談に加え、成績不振学生、欠席の多い学生への面談を行い、保護者との情報共有 

     を積極的に行った。成績不振の学生については個別補修を含め、個々の対応を行った。また、国 

家試験に合格できなかった卒業生へのフォローアップ体制については、国家試験対策授業への聴 

講を有料で許可した。経済的困窮者には学費の分納・延納の対応を行うとともに、各種奨学金の 

紹介を行った。本件については保護者との面談も同時に行った。 

 




